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京
都
語
由
来
の
ボ
コ
イ
と
ワ
ヤ
ク―

　明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も
引
き

続
き
本
連
載
を
ご
愛
読
く
だ
さ
い
。

　今
年
も
今
し
ば
ら
く
、
か
つ
て
の
中
央
語（
京
都
語
）由

来
の
小
松
方
言
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
回
は
、

「
ま
ぬ
け
な
」の
意
味
の
ボ
コ
イ
と「
冗
談
」の
意
味
の
ワ
ヤ

ク
を
取
り
上
げ
ま
す
。

ボ
コ
イ
の
語
源
は
中
央
語
の「
お
ぼ
こ
、お
ぼ
こ
い
」

　小
松
で「
ま
ぬ
け
な
」の
意
味
で
使
わ
れ
る
ボ
コ
イ
は
、

か
つ
て
の
京
都
語
で「
世
間
知
ら
ず
の
う
ぶ
な
子
、
ま
た
は

そ
の
よ
う
な
さ
ま
」を
表
し
た「
お
ぼ
こ
」が
形
容
詞
化
し
た

「
お
ぼ
こ
い
」の
語
頭
の「
お
」を
落
し
た
形
と
考
え
て
い
ま

す
。
こ
の
意
味
で
の「
お
ぼ
こ
」は
、
室
町
時
代
の
辞
書『
運

歩
色
葉
集
』（
１
５
４
８
年
）に「
小
児 

ヲ
ボ
コ

　若
子

　同
」、

江
戸
時
代
前
期
の
俳
諧
集『
西
鶴
大
矢
数
』（
１
６
８
１
年
）

に「
お
ぼ
こ
さ
う
な
其
君
様
は
時
鳥
」と
い
っ
た
使
用
例
が

確
認
で
き
ま
す
。

　ま
た
、『
日
本
方
言
大
辞
典
』（
小
学
館
）に
よ
れ
ば
、「
世
慣

れ
な
い
で
子
供
っ
ぽ
い
。
無
邪
気
だ
。
幼
稚
だ
」の
意
味
の

方
言
オ
ボ
コ
イ
が
愛
知
県
や
近
畿
地
方
か
ら
四
国
地
方
に

見
え
、
同
様
の
意
味
で
の
ボ
コ
イ
が
石
川
県
金
沢
市
や
岐

阜
県
、
滋
賀
県
、
大
阪
市
に
見
え
ま
す
。
一
方
、
小
松
と

同
じ
よ
う
な「
ま
ぬ
け
だ
。
鈍
い
」の
意
味
の
ボ
コ
イ
は
、

石
川
県
、
福
井
県
、
滋
賀
県
、
香
川
県
な
ど
に
見
え
、「
お

ぼ
こ
」か
ら
生
じ
た「
世
慣
れ
な
い
で
子
供
っ
ぽ
い
。
幼
稚

だ
」と
い
っ
た
意
味
の
オ
ボ
コ
イ
が
、
近
畿
地
方（
京
都
）か

ら
北
陸
な
ど
に
分
布
を
広
げ
る
過
程
で
、
ボ
コ
イ
に
形
を

変
え
る
と
と
も
に
、「
ま
ぬ
け
な
」の
意
味
を
生
じ
た
と
考
え

て
い
ま
す
。

ワ
ヤ
ク
は
古
語「
枉
惑
」が
変
化

　「冗
談
」の
意
味
の
小
松
方
言
ワ
ヤ
ク
は
、「
道
に
外
れ
た

事
を
し
て
人
を
惑
わ
す
こ
と
」の
意
味
で
平
安
時
代
の『
往

生
要
集
』（
９
８
４
〜
９
８
５
年
）や『
今
昔
物
語
』（
１
１
２

０
年
頃
）な
ど
に
用
例
が
見
え
、「
ず
う
ず
う
し
く
、
ず
る
い

こ
と
」の
意
味
で『
日
葡
辞
書
』（
１
６
０
３
〜
１
６
０
４
年
）

に
用
例
が
見
え
る「
枉
惑
」に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。「
冗
談
」と
い
う
意
味
と
の
関
連
を
考
え
る
と
、
文
献

で
早
く
見
ら
れ
る「
道
に
外
れ
た
事
を
し
て
人
を
惑
わ
す
こ

と
」の「
人
を
惑
わ
す
」の
意
味
が「
冗
談
」の
意
味
に
変
化
し

た
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
ま
す
。『
日
本
方
言
大
辞
典
』に

よ
れ
ば
、「
枉
惑
」か
ら
変
化
し
た
方
言
ワ
ヤ
ク
は
、
実
に
多

彩
な
意
味
に
変
化
し
な
が
ら
全
国
に
分
布
し
て
い
ま
す
。

小
松
と
同
じ「
冗
談
」の
意
味
の
ワ
ヤ
ク
は
、
石
川
の
ほ
か
、

近
畿
地
方
、
中
国
地
方
、
九
州
地
方
に
も
分
布
し
ま
す
。

小
松
方
言
の
語
源

　その
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「ボコイことしとると子供に笑われっぞ」
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連
載

－◥◤
加
賀
国
府
は
小
松
に
あ
っ
た
？
◢◣－

　昨
年
は｢

国
府｣

と｢

緑
の
石｣

で
文
化
面
が
賑
わ
い
ま
し
た

が
、
市
史
講
座
で
も
２
０
２
３
年
の
加
賀
立
国
一
二
〇
〇
年

に
向
け
て
国
府
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。

　国
府
は
現
在
の
県
庁
に
当
た
り
、
８
世
紀
に
律
令
国
家
が

成
立
す
る
と
、
中
央
か
ら
国
司
が
派
遣
さ
れ
、
こ
の
国
府
で

政
務
を
執
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　国
府
の
所
在
は
、
発
掘
調
査
で
ま
だ
立
証
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
が
、
講
師
の
森
田
喜
久
男
淑
徳
大
学
教
授
に
よ
る
と
、
古

府
町
に
あ
る
石
部
神
社（
加
賀
国
惣
社
府
南
社
と
い
う
）近

く
に｢

館｣

の
小
字
名
が
あ
り
、
10
世
紀
に
国
司
に
代
わ
っ
て

任
国
に
赴
い
た
受
領
の
居
住
空
間
を
同
じ
く｢

館｣

と
呼
ぶ
こ

と
か
ら
、
こ
の
一
致
が
重
要
と
し
、
当
地
方
に
国
府
が
存
在

し
た
一
つ
の
証
し
と
し
て
い
ま
す
。

　最
近
、
金
沢
市
の
戸
水
Ｃ
遺
跡
な
ど
か
ら
官
衙（
現
在
の

官
庁
や
役
所
）と
考
え
ら
れ
る
遺
跡
が
発
見
さ
れ
、
国
府
が

加
賀
郡
の
金
沢
市
域
に
あ
っ
た
と
い
う
説
が
浮
上
し
ま
し
た
。

文
献
史
料
に
も
記
載
が
あ
り
ま
す
が
、
森
田
教
授
は
書
き
間

違
い
の
可
能
性
が
高
い
と
し
、
国
府
が
金
沢
市
域
に
あ
っ
た

と
は
言
い
切
れ
な
い
と
し
て
い
ま
す
。

　一
つ
の
見
解
と
し
て
、
立
国
直
後
は
ま
だ
加
賀
国
内
に
国

府
を
置
か
ず
に
郡
家
な
ど
既

存
の
施
設
を
修
理
活
用
し
、

そ
の
後
、
10
世
紀
以
降
の
行

政
に
対
応
で
き
る
新
し
い
国

府
を
能
美
郡
内
の
小
松
に
建

て
た
と
考
え
ま
す
。

教
育
庶
務
課
市
史
編
纂
担
当

☎
24
・
８
２
７
４

は
い
か
い

ほ
と
と
ぎ
す

さ
い
か
く
お
お
や
か
ず

ぽ
い
ろ
は
し
ゅ
う

う
ん

、
、
、

、
、
、

じ
ょ
う
よ
う
し
ゅ
う

お
う

に
っ
ぽ

お
う
わ
く

こ
く
し

い
そ
べ

た
ち

ず
り
ょ
う

た
ちか

ん
が

ぐ
ん
け

そ
う
し
ゃ
ふ
な
み
し
ゃ

▲石部神社

賢い消費者になろう

消費せいかつ
VOL.
79

あんしん相談センター　☎24・8071
消費者ホットライン　　☎188

問い合わせ

大手電話会社を名乗り、光回
線の使用料が安くなると電話

勧誘され手続きをしてもらったが、
契約先が変更され、別業者との契約
になっていた。元に戻すには違約金
が必要と言われ納得できない。

光コラボレーション事業者による電話勧誘にご注意！

トラブル回避のポイント
◆簡易な手続きで光サービス（FTTH
サービス）の乗り換えが可能となり、
変更勧誘トラブルが増えています。
◆電気通信サービスは、クーリング・
オフ制度がないので注意が必要です。
◆大手電話会社の関連事業者だと誤
解させる勧誘です。乗り換えが完了
するとサービス提供事業者が変わり
ます。契約前に事業者名を確認しま
しょう。

事例

1
2

3
4

松
太
郎

　
第
8
回

　
絵

：

み
さ
き

と
、
い
う
わ
け
じ
ゃ

あ
ら
、
そ
の
電
話
、

ご
近
所
に
も
掛
か
っ
て
き
た

み
た
い
で
、Ａ
社
だ
と
思
っ
て

い
た
ら
、
実
際
は
他
社
と
の

契
約
に
な
っ
て
た
そ
う
よ

Ａ
社
で
す
！
光
回
線
の
料
金
が
安
く

な
る
新
プ
ラ
ン
へ
の
切
り
替
え
を

　ご
案
内
し
て
い
ま
す

Ａ
社…

…

Ａ
社
な
ら

安
心
じ
ゃ

切
り
替
え
工
事
は
不
要
で
、

簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
操
作
の
み
で

変
更
で
き
ま
す

は
い

い
え
い
え

相
談
っ
て
大
切
ね

そ
う
か
〜
、
松
美
さ
ん
の

お
か
げ
で
助
か
っ
た
よ
〜

親
父
！

俺
は
!?

光
回
線…

…

そ
う
い
え
ば…

…

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

関
連
で
よ
く

分
か
ら
な
い
電
話

が
掛
か
っ
た
ら

家
族
に
相
談
し
て
ね

※

小
松
市
立
高
校
芸
術
コ
ー
ス
美
術
専
攻

問い合わせ　はつらつ学習課　☎24・8397

「人と人とのつながりの場づくり」を目指した、コミュニティカフェの運営が全国
で増えています。そこで全国の事例を元に、地域がつながるカフェの運営を楽しみ
ながら学ぶ講座を開催します。

「地域がつながるカフェ」入門講座
ま　ち

ところ　空とこども絵本館　絵本館ホール夢の本棚
定員　20人（先着順）
参加費　1,000円（全3回、1回のみ500円）

そのほか　無料託児あり※1月22日（金）までに要申し込み
申し込み　こまつもしもしセンター　☎20・0404

第1回 2月7日（日）
9時30分～12時30分

第2回 2月14日（日）
9時30分～12時30分

第3回 2月20日（土）
9時30分～12時30分

“まちカフェ”って
　　　　　どんなところ？

思わず参加したくなる
　　　“まちカフェ”づくり

みんなでひらく
　　　　　“まちカフェ”

講師　加茂谷慎治
総務省地域力創造アドバイザー

コミュニティカフェってなあに？

「小松版コミュニティカフェ」
＝「まちカフェ」の目指す姿を
全国事例を参考に学びます。
楽しい仲間が増えるかも。

仲間が集まって「とびきり心地
良い場所」を実現するためのプ
ランを考えます。仲間との協
力や集客力を身に着けます。

受講生で「まちカフェ」を一日
体験します。運営する人、参加
する人、みんなが一つになっ
て素敵な居場所を運営します。


